
 

 

 

 

         レース公示 (案)   
 

江ノ島オープン  
 

(2015 ウインドサーフィンアジア選手権派遣認定レース東日本) 

 

期日：平成 27 年 5 月 23 日(土), 24 日（日） 

開催場所：片瀬海岸東浜 

 

           共同主催      
 

一般社団法人湘南海洋教育スポーツ振興協会 

（総合型地域スポーツクラブ江ノ島ちょっとヨットビーチクラブ） 

特定非営利法人日本ウィンドサーフィン協会 

全日本学生ボードセーリング連盟 

 

           後  援      
 

神奈川県 

神奈川県教育委員会 

藤沢市 

株式会社湘南なぎさパーク 

 

           協  力      
 

腰越漁業協同組合、江の島片瀬漁業協同組合 ちょっとヨットビーチハウス江ノ島 

 

           協  賛     
 

ビックスポーツジャパン  MagicMarine Japan  

      



＜     レ ー ス 公 示     ＞ 

    

1． 適用規則    
(1) 本大会は、「セーリング競技規則」（付則B を含む）に定義された規則を適用する。 

ただしレース公示および帆走指示書で修正／追加するものは除く。 
(2) テクノ 293 クラスルールを適用する。 
    
2． 広告    
主催団体により選択され提供された広告を表示するよう要求することがある。   
    
3． クラス・参加資格    
(1) テクノ 293 クラス   

A) 本年度日本セーリング連盟の会員であること。   
B) 日本ウインドサーフィン協会の会員もしくは全日本学生ボードセイリング連盟の会員であること。 
C) 以下のディビジョンに該当する者であること。   

(ア) U－15：競技会の年の 12 月 31 日時点で15 歳未満（U－15）の男女   
(イ) U－17：競技会の年の 12 月 31 日時点で17 歳未満（U－17）の男女   
(ウ) A－17：競技会の年の12 月 31 日時点で 17 歳以上（A－17）の男女 

(2) テクノ 293 プラスクラス   
A) 本年度日本セーリング連盟の会員であること。   
B) 日本ウインドサーフィン協会の会員もしくは全日本学生ボードセイリング連盟の会員であること。 
C) 競技会の年の12 月 31 日時点で 17 歳以上（A－17）の男女であること。 
D) クラス指定の８．５㎡のセイルは使用せず、７．８㎡のセイルを使用することとする。 

(3) ナショナルテクノ U15 クラス   
A) 本年度日本セーリング連盟の会員であること。   
B) 日本ウインドサーフィン協会の会員であること。 
C) 以下のディビジョンに該当する者であること。 

(ア) U15 5.5：競技会の年の 12 月 31 日時点で 15 歳未満（U－15）の男女 
メーカー表示5.5ｍセイル以下を使用する者 

(イ) U15 4.5：競技会の年の 12 月 31 日時点で 15 歳未満（U－15）の男女 
メーカー表示4.5ｍセイル以下を使用する者 

(ウ) U15 3.5：競技会の年の 12 月 31 日時点で 15 歳未満（U－15）の男女 
メーカー表示3.5ｍセイル以下を使用する者  

 
4． 参加料等及び参加申し込み方法等   
(1) 大会エントリー費用  

A) テクノ２９３クラス、テクノ293 プラスクラス 
(ア) 一般：10,800 円 
(イ) 全日本学生ボードセイリング連盟会員：6,000 円 

B) ナショナルテクノ U１５クラス 6,000 円 
(2) チャーター代 

大会主催者はテクノプラスエントリー者用にチャーター艇を１０艇準備する。 
チャーター料金は2 日間 5,000 円とし、参加料に加えて支払うこと。 

(3) 懇親パーティ   
A) 参加選手    : 2,000 円/１人ワンドリンク付（アルコール類は別）  
B) 指導者・保護者 : 2,500 円/1 人ワンドリンク付（アルコール類は別）   

主催団体指定の WEBエントリーシートからエントリーすることとする。  
 
＜参加申込み先・問い合わせ先＞   
一般社団法人湘南海洋教育スポーツ振興協会   
〒251-0035 神奈川県藤沢市片瀬海岸 1-12-4   
電話 050-2018-0944   
  
エントリーフォーム：http://asia.beachsports.jp/entry/enoshima/ 
   



(4) 参加料・チャーター料の支払い方法 
支払い方法については事前に以下の口座へ振り込むこととする。 
 
楽天銀行 第二営業支店 普通 7106748 
一般社団法人湘南海洋教育スポーツ振興協会 
    
(5) 申込期限   
平成 27 年 5 月２１日（木）までにエントリーフォームからエントリーし、指定の口座に料金振り込みを完了
するものとする。   
    
5． レーススケジュール    
5 月２３日（土）  
9：30～10：00     大会受付   
 10：30     開会式・艇長会議 
 11：30     第１レースの予告信号時刻 
       レース数：1 日最大4 レース。 
 18：00   懇親パーティ   
    
5 月２４日（日）   

10：00  その日の最初のレースの予告信号時刻 
   レース数：1 日最大4 レース。 

17：00  閉会式 
    
6． 帆走指示書         
帆走指示書は大会当日の受付時に入手できる。   
    
7． レースエリア 
(1) テクノ 293 クラス、テクノ 293 プラスクラス 

レースを行う海面は江ノ島湾内と湾外の以下のレース海面１および２の海域内とする。 
(2) ナショナルテクノ U15 クラス 

レースを行う海面は江ノ島湾内の以下のレース海面１海域内とする。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

レース海面１ 

レース海面２ 



 
8． コース    
(1) テクノ 293 クラス、テクノ 293 プラスクラス 

A) 風上/風下コースとし、見取り図は、通過するマークの順序、それぞれのマークをどちら側に見て通過
するかを含むコースを示す。  

 
(例)  スタート－マーク①－マーク②－マーク①－マーク②－フィニッシュ 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

B) コース、スタート・ラインはテクノ 293 クラスとテクノ 293 プラスとで合同で使用する。 
(2) ナショナルテクノ U15 クラス    

レース当日に公式掲示板に掲示される。 
    
9． レース回数    
(1) テクノ 293 クラス、テクノ２９３プラスクラスは、１日最大 4 レースとし、2 日間で最大 8 レース行う。 
(2) ナショナルテクノ U15 クラスは 1 日最大3 レースとし、2 日間で最大6 レース行う。 
(3) 各クラスとも、最低 1 レースをもって大会成立とする。   
    
10． 表彰     
(1) テクノ 293 クラス 

A) 表彰 
入賞者第1 位から3 位まで、表彰状を授与する。 

B) 派遣認定 
A17 クラスの男性選手上位３人と女性選手上位２人の選手を 2015 年ウインドサーフィンアジア選手
権への派遣認定をおこない、派遣選手専用チームウェアを後日贈呈する。 

C) 強化合宿の参加権利付与 
派遣認定選手はアジア選手権開催までに開催される強化合宿に参加することができる。 

(2) テクノ 293 プラスクラス 
A) 表彰 

入賞者第1 位から3 位まで、表彰状を授与する。 
B) 派遣認定 

男性選手上位３人と女性選手上位２人の選手を 2015 年ウインドサーフィンアジア選手権への派遣認
定をおこない、派遣選手専用チームウェアを後日贈呈する。 

C) 用具無償レンタルの権利 
男性選手上位１５人と女性選手上位 5 人の選手に、テクノ293 プラスのフルセット（一部のパーツの
みでも可）をアジア選手権までの期間無償にて貸出を行い、希望者には、大阪北港マリーナもしくは、
江ノ島ちょっとヨットビーチハウスにて同期間、無償にて艇置場所を提供する。 

D) 強化合宿の参加権利付与 
派遣認定選手はアジア選手権開催までに開催される強化合宿に参加することができる。 

(3) ナショナルテクノ U15 クラス 
A) 表彰 

入賞者第1 位から3 位まで、表彰状を授与する。 
    

11． 安全規定    

マーク① 

マーク② 

 



(1) 海上にいる間、すべての競技者は個人用浮揚用具（ライフジャケット）を着用しなければならない。この
項は第 4 章前文及び規則40 を変更している。   

(2) レース委員会またはジュリーは、レース艇が帆走不能もしくは危険な状態にあると判断した場合は、リタ
イアを命じることができる。この項は規則4 を変更している。ただし、救済の根拠とはならない。 
  

11． 保険    
(1) 本競技会の主催者（共同主催者）は JSAF総合賠償責任保険（旧 J）ならびに民間損害保険会社取り扱いの

賠償責任保険に加盟している。 
(2) 本競技会の主催者（共同主催者）は大会参加選手全員の傷害保険に一括して加入している。 
   
12． 責任の否認    
この大会の競技者は自分自身の責任で参加する。規則4｢レースすることの決定」を参照。主催団体は、大会の
前後・期間中に生じた物理的損害または身体障害もしくは死亡によるいかなる責任も負わない。   

 


